
第
１９
章

輸
入
価
格
が
上
が
る
と
―
―

交
易
条
件

●
貿
易
利
益
と
交
易
条
件

交
易
条
件
は
外
国
と
貿
易
す
る
時
の
条
件
を
示
す
も
の
で
、
貿
易
の
利
益
に
か
か
わ
る
。
よ
く
参
照
さ

れ
る
の
が
商
品
交
易
条
件
（
商
品
輸
出
価
格
指
数
／
商
品
輸
入
価
格
指
数
）
で
、
こ
れ
は
輸
出
で
得
た
購
買
力
に

よ
っ
て
ど
の
く
ら
い
の
財
を
輸
入
で
き
る
か
、
国
民
が
生
産
よ
り
も
貿
易
に
よ
っ
て
ど
の
く
ら
い
多
く
の

財
を
利
用
で
き
る
か
、
と
い
う
経
済
厚
生
の
指
標
で
も
あ
る
。

●
実
質
所
得
と
交
易
条
件

輸
出
入
の
交
易
条
件
が
大
き
く
変
化
し
た
結
果
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
が
人
々
の
感
覚
と
乖
離
し
た

数
値
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
開
発
途
上
国
の
場
合
に
は
、
輸
出
の
相
当
の
部
分
が
価
格
変
化
の
大
き
い
一

次
産
品
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
交
易
条
件
の
変
化
を
考
慮
し
な
く
て
は
国
民
の
豊
か
さ
や
景
況
感
は
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十
分
に
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
慮
す
る
た
め
に
、
国
民
経
済
計
算
に
は
実
質
国
内
総
生
産
（
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
加

え
て
実
質
国
内
総
所
得
（realG

ross
D

om
estic

Incom
e

―
―
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｉ
）
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
、
本
質
的
に
は
国
内
生
産
活
動
の
測
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｉ
は
、
国
内
の
生
産

活
動
を
通
じ
て
発
生
し
た
所
得
で
国
民
が
望
む
財
を
ど
の
く
ら
い
購
入
で
き
る
か
を
示
す
指
標
（
購
買
力
の

指
標
）
で
あ
る
。

所
得
の
実
質
購
買
力
の
指
標
で
あ
る
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
生
産
活
動
の
指
標
で
あ
る
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
差
を
構

成
す
る
の
が
、
交
易
条
件
利
得
（
損
失
）
で
あ
る
（trading

gains
and

losses

）。
輸
出
入
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
比
べ

て
相
対
的
に
大
き
く
、
輸
入
と
輸
出
を
構
成
す
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
品
目
が
異
な
る
場
合
に
は
、
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｉ
と
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
交
易
条
件
利
得
あ
る
い
は
損
失
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
輸
出
財
が
石
油
や
農
産
物
な
ど
の
一
次
産
品
で
占
め
ら
れ
、
輸
入
財
が
製
造
業
品
か
ら
成
る

場
合
、
一
次
産
品
の
価
格
に
比
べ
て
輸
入
財
の
価
格
が
早
く
上
昇
す
る
と
す
れ
ば
交
易
条
件
が
悪
化
し
、

居
住
者
が
国
内
生
産
か
ら
得
る
所
得
に
よ
っ
て
購
入
可
能
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
数
量
が
減
少
す
る
と
い
う

交
易
損
失
が
発
生
す
る
。

も
っ
と
も
、
現
実
に
交
易
条
件
変
化
の
経
済
厚
生
へ
の
影
響
を
考
え
る
に
は
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
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を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

●
交
易
条
件
悪
化
の
数
値
例

い
ま
国
内
需
要
が
四
〇
〇
、
輸
出
が
三
〇
〇
、
輸
入
が
二
〇
〇
、
国
内
需
要
、
輸
出
、
輸
入
の
基
準
時

点
の
デ
フ
レ
ー
タ
ー
が
す
べ
て
一
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
時
、
基
準
時
点
で
は
名
目
値
と
実
質
値
は
一

致
し
て
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
四
〇
〇
＋（
三
〇
〇－

二
〇
〇
）＝

五
〇
〇
と
な
る
。

次
の
時
点
で
輸
入
デ
フ
レ
ー
タ
ー
だ
け
が
二
倍
に
上
昇
し
た
場
合
を
考
え
る
。
こ
の
時
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
四
〇
〇
＋
（
三
〇
〇－
（
二
〇
〇
／
二
））＝

六
〇
〇
に
増
加
す
る
。
最
初
の
時
点
よ
り
今
の
時
点
で
は
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
国
民
は
豊
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
こ
の
価
格
変
化
は
、
輸
入
品
価
格
の
上
昇
に
よ
る
交
易
条
件
の
悪
化
で
あ
る
。
国
民
が
実
際
に
利

用
で
き
る
財
に
注
目
す
る
と
、
今
の
時
点
で
は
三
〇
〇
単
位
を
輸
出
し
て
も
実
質
的
に
は
三
〇
〇
／
二＝

一
五
〇
単
位
の
輸
入
財
し
か
購
入
で
き
な
い
の
で
、
同
じ
国
内
生
産
活
動
（
国
内
需
要
分
と
輸
出
向
け
生
産
分

の
合
計
）
を
し
て
い
て
も
、
以
前
よ
り
国
民
が
潜
在
的
に
利
用
で
き
る
財
の
量
は
少
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
国
民
の
豊
か
さ
を
十
分
に
反
映
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
慮
す
る
た
め
に
、

「
基
本
公
式
」
に
従
っ
て
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｉ
を
計

算
す
る
と
、
基
準
時
点
で
は
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｉ
は

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
等
し
い
。
輸
入
デ
フ
レ
ー
タ
ー

上
昇
後
は
（
輸
出＞

輸
入
）
な
の
で
国
内
需

要
分
（
四
〇
〇
）
に
（
輸
出－

輸
入
）／
輸
入

デ
フ
レ
ー
タ
ー＝
（
三
〇
〇－

二
〇
〇
）／
二

＝

五
〇
を
加
え
た
四
五
〇
が
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｉ
と

な
る
。
前
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｉ
（＝
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

か
ら
五
〇
だ
け
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
（
名
目
輸
出
／
輸
出
デ

フ
レ
ー
タ
ー
）－

（
名
目
輸
入
／
輸
入
デ
フ
レ
ー

タ
ー
）
を
国
内
需
要
に
加
え
た
の
に
対
し
て
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｉ
で
は
（
名
目
輸
出－

名
目
輸

入
）／
輸
入
デ
フ
レ
ー
タ
ー
を
国
内
需
要
分
に

実質国内総生産（GDP）と
実質国内総所得（GDI）

実質 GDP ＝
名目国内需要

国内需要デフレーター
＋

名目輸出
輸出デフレーター

－
名目輸入

輸入デフレーター

実質 GDI ＝
名目国内需要

国内需要デフレーター
＋

輸出－輸入
適当なデフレーター

上の式の第２項目の「適当なデフレーター」の選択には次の
方法がある。
（１）輸出＞輸入の場合には、その差額を輸入に充てることがで
きるため、（輸出－輸入）を輸入デフレーターでデフレートす
る。反対に輸出＜輸入の場合にはその差額だけ輸出して外貨
を獲得する必要が起こる可能性があるため、（輸出－輸入）を
輸出デフレーターでデフレートする。

（２）（輸出－輸入）としての所得を国内財に対する平均的な購買
力で評価するという考え方から国内需要デフレーターでデフ
レートする。

基本公式
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加
え
た
の
で
、
両
者
の
違
い
は
（
名
目
輸
出
／
輸
入
デ
フ
レ
ー

タ
ー
）－

（
名
目
輸
出
／
輸
出
デ
フ
レ
ー
タ
ー
）
に
な
る
。
今
の

数
値
例
で
は
名
目
輸
出
／
輸
入
デ
フ
レ
ー
タ
ー
）－

（
名
目
輸
出
／

輸
出
デ
フ
レ
ー
タ
ー
）＝

（
三
〇
〇
／
二
）－

（
三
〇
〇
／
一
）＝

三

〇
〇
﹇（
一
／
二
）－

一
﹈＝－

一
五
〇
だ
け
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｉ
は
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
よ
り
減
少
し
た
こ
と
に
な
り
、
輸
入
物
価
上
昇
の
経
済

厚
生
へ
の
影
響
は
名
目
輸
出
額
に
交
易
条
件
の
悪
化
し
た
分
を

掛
け
た
も
の
と
な
る
。

表
１
に
は
日
本
の
数
値
例
を
示
し
た
が
、
輸
入
デ
フ
レ
ー
タ
ー

が
相
対
的
に
高
く
、
純
輸
出
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
一
九
八
〇

年
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｉ
は
実
質
国
内
総
支
出
（
Ｇ
Ｄ
Ｅ
）
よ
り
も
低
く

な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

実質国内
総支出
（GDER）
（１）

輸出デフ
レーター
（DEFE）
（２）

輸入デフ
レーター
（DEFM）
（３）

名目輸出－
名目輸入

（＝名目純輸出）
（EN−MN）
（４）

（４）／（２）
（EN−MN

/DEFE）
（５）

（４）／（３）
（EN−MN

/DEFM）
（６）

実質国内
総所得
（GDI）
（７）

（１）に
対する
（７）の比
（GDI/
GDER）
（８）

１９８０ ３１，３１４０ １３３．２ ２０５．２ －２，２１９ －１６６５．９ ３０３，９０３．１ ９７．１
１９８５ ３６，４７１２ １３６ １８６ １１，０４０ ５，９３５．５３５５，５８１．５ ９７．５
１９９０ ４６，０９２５ １１８．１ １２８．１ ４，１７３ ３，２５７．６４５７，８９１．６ ９９．３
１９９５ ４９，６９１２ １００ １００ ６，９５８ ６，９５８ ４９６，９０４ １００．０
２０００ ５３，２５４２ ９２．５ １０３．９ ７，３１６ ７，０４１．４５２５，９９９．４ ９８．８

表１ 日本の国民経済計算（単位１０億円）の交易条件効果

（注） 実質値とデフレーターは１９９５年基準、GDIは国内需要項目の実質値の合
計に EN−MN/DEFEあるいは EN−MN/DEFMの値を加えて求めた。

（出所） 総務省統計局（２００４）『日本統計年鑑２００５』日本統計協会、pp.８７―８９。

152



●
開
発
途
上
国
と
交
易
条
件

一
次
産
品
輸
出
と
経
済
開
発
戦
略
の
関
係
を
論
じ
た
プ
レ
ビ
ッ
シ
ュ
（R

aulPrebish

）
と
シ
ン
ガ
ー
（H

ans

Singer
）
の
命
題
で
は
、「
交
易
条
件
」
は
重
要
な
指
標
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
工
業
製
品
と
比
較
し
て
一
次

産
品
の
世
界
需
要
の
伸
び
が
低
い
た
め
に
、
工
業
製
品
に
対
す
る
一
次
産
品
の
相
対
価
格
が
低
下
す
る
と

い
う
命
題
で
あ
る
。

一
次
産
品
が
開
発
途
上
国
の
輸
出
品
で
、
工
業
製
品
が
開
発
途
上
国
の
輸
入
品
で
あ
る
な
ら
ば
、
開
発

途
上
国
の
交
易
条
件
と
貿
易
収
支
の
悪
化
に
な
り
か
ね
ず
、
一
九
六
〇
年
代
の
輸
入
代
替
工
業
化
を
促
し

た
。
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
一
次
産
品
価
格
は
、
主
要
な
需
要
先
で
あ
る
先
進
国
の
経
済
政
策
と
一
次
産

品
を
取
り
扱
う
多
国
籍
企
業
に
支
配
さ
れ
や
す
い
の
で
、
一
次
産
品
取
引
へ
の
支
配
力
向
上
も
開
発
途
上

国
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。

表
２
は
最
近
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
交
易
条
件
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
は
マ
レ
ー

シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
な
一
次
産
品
輸
出
国
で
、
交
易
条
件
の
悪
化
と
実
質
所
得
の
低
下
が
景
況

感
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
で
は
ア
ジ
ア
の
開
発
途
上
国
に
も
工
業
製
品
輸

出
が
増
え
、
こ
れ
ら
の
開
発
途
上
国
の
交
易
条
件
も
一
様
に
悪
化
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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『
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・
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レ
ン
ド
』N

o.177
(2010.6)

１９９０ １９９５ ２０００ ２００５ 備考（基準年）

韓国 １３０．５ １３８．５ １００．０ ７９．０ ２０００＝１００
香港 １００ ９９ １００ ９８ ２０００＝１００
タイ １０２．０ １００．０ ８６．６ ９６．９ １９９５＝１００
シンガポール １１１．２ １００．０ ９３．２ １９９５＝１００
フィリピン １００．０ １２４．２ １１０．４ １９９５＝１００
インド １０９．３ １３７．９ １２８．１ １３４．８ １９７８／７９＝１００
スリランカ １０１．１ １００．０ １９９７＝１００
パキスタン １０２．７ ９８．０ ７３．６ １９９０／９１＝１００
バングラデシュ ９９．１ ８３．３ １９８８／８９＝１００

表２ アジア諸国の交易条件

（出所） Asian Development Bank（２００７）Key Indicators 2007, Volume ３８,
Metro Manila : Asian Development Bankの統計資料から筆者作成。
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